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那須シニアカレッジ 
渡辺 光男代表 挨拶 

那須町副町長 
平山 浩之 副町長様から祝辞 

9
月
8
日
（
日
）
那
須
町
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
他
に
お
い
て
第
19

期
の
開
講
式
・
第

15

回
の
文
化
祭

（
7
～
8
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

№20 
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発行所  那須シニアカレッジ 
広報委員長 

発行責任者     片上  清重 

会場の那須町文化センター 

那須シニアカレッジ事務局長 
齊藤 健さん 閉会のことば 

既存講座の講師 左より 平山副町長、 
表彰を受ける受講生代表（２名） 
右 新講座の講師 久保田さん 
 

渡辺代表  

拓
こ
う
！
未
来 

 
 
 
  

代
表 

渡
辺
光
男 

 
 

ま
ず
、
第

19
期
開
講
式
・
第

15
回
文
化
祭
お
め
で
と
う
！ 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が

19
期
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
凌

い
で
開
講
式
と
文
化
祭
を
開
け
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
あ
い

た
い
。
そ
の
上
で
皆
さ
ん
に
一
つ
の
自
覚
を
促
し
た
い
。 

 
 

私
た
ち
は
、
人
生
の
後
期
に
一
つ
の
講
座
と
出
会
い
、
新
し

い
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

が
出
来
て
い
る
。
こ
う
し
て
体
験
し
て
い
る
の
は
、「
究
極
の

生
涯
学
習
」
で
あ
り
、「
自
分
の
い
の
ち
と
向
き
合
う
実
感
」

で
あ
り
、
生
き
て
い
る
喜
び
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
 

 し
か
し
、
こ
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
し
ぼ

み
つ
つ
あ
り
、
衰
退
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。 

 
 

ま
も
な
く

20
周
年
。
こ
の
危
機
を
自
覚
し
、
そ
の
先

10
年

を
拓
く
足
が
か
り
を
早
急
に
築
こ
う
。 

 
 

道
は
た
だ
一
つ
、
我
々
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
魅
力
を

広
く
世
の
中
に
発
信
し
、
新
た
な
人
々
を
迎
え
入
れ
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
楽
し
く
誇
ら
か
に
こ
の
文
化
祭

を
成
功
さ
せ
よ
う
。 
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大ホールを使用します。 
・楽しくストレッチ「３Ｂ体操」 ・今から始まる英会話・クラッシック声楽・リコ
ーダー教室・フラダンス講座・源氏物語・少林寺気功健康体操・日本の抒情歌講座・い
きいき健康体操・朗読講座「いちご」 
 
以上の 10講座が参加しました。   掲載 順不同 

ギャラリーも一緒に体操をしました。 

《講師よりのメッセージ》 
３Ｂ体操は、ボール、ベルダー、ベルという用具を使い、様々な音楽に合わせて身体を動かす健康体操です。 
運動不足を感じている方、運動が苦手な方、久しぶりという方も安心して気軽に始められます。 
ご一緒に楽しみながら健康づくりをしませんか。 

ベルダー 
ボール 
ベル 
頭文字をとって“３Ｂ”です。 
 

中央、講師の小境さん 

会話をメインに実践的な英会話を学びます。 
毎週月曜日に開講しています。 

左、講師のホッジ・崇子さん 

掛け合いの会話をしています。 
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これから何か楽器を‼ という方にお勧めのリコーダー。 
「楽しく」をモットーに合奏を中心に練習します。初めての方には基礎から指導します。 

左、講師の友利さん 

《講師よりのメッセージ》 
リコーダーは誰でも簡単に音が出せ、これから楽器を始めたいという人にはピッタリ。 
初めて楽器を演奏できた時の感動を是非、味わってください。楽器（アルトリコーダー）は３千円程度で購
入できます。 

発声法（鼻呼吸～腹式～声帯を含めた体の筋肉の使い方等） 
発声練習（かつ舌、声量他） 
日本歌曲、外国の民謡等を中心に様々なジャンルにチャレンジ、
歌う喜びを共有しませんか。 

左、ピアノ、講師の青木さん 
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《講師よりのメッセージ》 
まず、プロの優れた朗読を聞き、日本語本来の美しさにふれ、皆で音読し
てから、解説します。 
単なる現代語訳ではなく、場面の情景、人物の心理などリアルな再現を
心掛けています。 
中途入学の受講生には、大まかなあらすじの補講を行います。 

全 54 帖（54 巻）からなる源氏
物語。今年は、第 39帖「夕霧」
をご紹介いたします。 

《講師よりのメッセージ》 
全身に気を感じ、巡らし、流れをよくすることで、血行
（気血）がよくなり、自然治癒力を高め、病気予防、改善
に効果大、またダイエット効果もあり、バランスのとれた
健康的な体になります。 
気功法は、肉体の取扱説明書。 
※動画配信 YouTubeチャンネル「健康道場 関口先生」 
 

ＷＢで解説をする講師の関口さん 

『気功』とは、気を元に戻す

方法、それを元気という 
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《講師よりのメッセージ》 
日本には、昔から歌い継が
れた歌がたくさんあります。
心と体の健康の為に、そし
て誤嚥防止にも！ 楽しく歌
ってみましょう。 

左後、ピアノ、講師の井岡さん 

《講師よりのメッセージ》 
第 11 期からスタートした講座です。参加者の皆さんは、体操を通して自分
の体と向き合い、「自分の体は自分で守る」方法を身につけています。 
日常生活動作のコツもお伝えします！ 
100歳でも快適に動ける身体を一緒に目指しましょう。 

ボールやタオルを使って肩・腰・膝が楽になる機能改善体操を中心に、
快適に動ける体づくりを仲間と一緒に楽しく実践します！ 

講師の佐藤さん 
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《講師よりのメッセージ》 
 
１． 大きな声を出して心身共に健康になりましょう!! 
２． 早口言葉で脳を活発にし、若々しく過ごしましょう!! 
３． 小説、詩、エッセイ、童話等を読み、文字に声を載せて 

  感性豊かな自分だけの世界を持ちましょう!! 
 

心と体にやさしいフラダンス。楽しく踊るフラダンスを目指しています。 
ボランティア活動、町のイベントにも参加しています。 
《講師よりのメッセージ》 
心が和む曲に合わせて身体を動かし、これからの人生を楽しんで欲しいです。 
 

講師の改田さん 
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《展示の部 設営・準備》 
９月７日（土）早朝より準備に大勢

の方が参加してくれました。 
ミーティングを行っています。荷崩
れ、パネル組立て時、手指の挟ま
れ等の危険があります。 
 
この日、午後からの公開でした。 
みなさん手際よく行いました。 

 
・ DIYいろは塾、 

・ 将棋実戦講座、 

・ 80代まで楽しく卓球、 

・ パソコン講座 

・ ヨーガでリフレッシュ 

・ 

・ 絵手紙教室 

 

掲載 順不同 

9月 8日（日）開講式当日、 
受付業務を確認しています。 

今回も“お楽しみ抽選会”を企画しました。“価値ある家
庭の不用品”を提供していただき、当日の出席者が“くじ”
を引き、お気に入りのものを持ち帰る、という企画です。 
衣類（新品）、食器類、食品（消費期限の十分なもの）、

小物類等が集まりました。 
カレッジ本部からは、大当たり賞として“お食事券”、“商

品券”を用意しました。 
この企画は、大変好評を得、出席者の退出引き留め

（笑）には役立ちました。 
 
※ “商品券”は、なすの斎場様からの御提供でした。 

 

9月 8日（日）開講式当日、 
出席者を待つのみ、準備 OK！ 提供いただいた景品です。仕分けをしています 

計画書により全員が各ブースを設営します 
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《講座内容》 
「おうち時間」を充実して過ごしていますか？ 
工作に興味がある、木製小物を作ってみたい、でも
何から始めて良いか分からない。そんな方、是非一
緒に木製品作りに取り組みましょう。 
 
《講師からのメッセージ》 
オリジナルの手作り家具、温かみあるおもちゃ等を
手にした時「自分でもこんな作品を創ってみたい」と
思ったことありませんか？ 
どうやったら製作できるの？と諦めていませんか？ 
最初の一歩を踏み出しましょう。作品作りを通して
手先を使う事で脳細胞を刺激して、健康寿命を延
ばしましょう。 
 
 

《講座内容》 
平手、駒落ち戦など多面指しで行っています。 
駒の動かし方が分かる方であれば誰でも歓迎です。 
 
 
《講師からのメッセージ》 
現役棋士で頑張っております。 
第 1、第 3木曜日 10:00～12:00 りぼーるたなかで 
やっています。 
 

 
①少し大きくて軽く、見やすいボールでラリーが続く！ 
②つぶつぶ表面で回転量が少なく、ラリーが続く！ 
③ボールの弧線が高くなり、ラリーが続く！ リ

ン
パ
の
流
れ
を
助
け
、
眠
っ
て
い
る
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
、
体
を
柔
軟
に
し
、
少
し
で
も
楽
し
く
、
笑
い
の
絶
え
な

い
講
義
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

年
齢
を
重
ね
る
と
、
体
の
硬
直
や
骨
の
ず
れ
が
生
じ
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
体
を
無
理
せ
ず
に
、
時
間
を
か
け
て
固

く
な
っ
た
筋
膜
を
柔
ら
か
く
し
、
軽
い
体
に
仕
上
げ
て
い

き
ま
す
。 

一
緒
に
免
疫
を
高
め
、
若
々
し
い
自
分
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。 
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パソコン講座は、カレッジ創設から 19 年目を迎えま
した。現、講師は、“３代目”になります。 
現在は“中級”、“初級Ａ”、“初級Ｂ”、“入門”の４つ
のクラスがあり、４０名超の受講生さんは週１回、勉
学に勤しんでいます。 
 
文化祭に展示する作品は、２か月前から準備を行
いました。 
 
あまり経費をかけないよう、作品を額装するフレー
ムは、１００円ショップのものを使いましたが、馬子
にも衣裳でしょうか？結構な仕上がりになりました。 
 

可愛いキャラクター達が迎えてくれます。
ペーパークラフトで作成しました。 

額装すると立派なものです。 

伊藤若冲、上村松園、伊東深
水、土屋光逸、川瀬巴水などの
名画を《模写》したものです。 
 
Word 「図形の描画」で描きます。 
 

展示、飾付けを全員でやっています。女性
が多いですね。 
 
《講師よりのメッセージ》 
ゆったりと呼吸に合わせ、体に意識をむけな
がら、体を伸ばしていきます。終わったあと
血の巡りが良くなり、体の芯から脱力をする
ことで、深いリラックスが生まれ、免疫力が
上がっていきます。 
さまざまな呼吸法もポーズの後に行います。
時々、脱力法のワークも行います。 
 
初心者、経験者コースの２講座があります。 
 

《講師よりのメッセージ》 
絵手紙とは絵のある手紙を送ること。キャッチフレーズは
「ヘタでいい、ヘタがいい」です。上手にかくことよりも相手
を思い、素直な気持ちを伝えることが大切です。 
身近な人に思いをこめて、あなただけの１枚を送ってみま
せんか？ 
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今年もフラダンス講座の“舞姫”が、コンパニオンガールを務めてくれました。 
《抽選会の要領》 
出席者（参加者）は、受付時に番号札を受け取っていただきます。 
スタッフが、控室にある景品をステージまで移動し、陳列します。抽選会が始まりました。 
 

抽選くじ（番号札）の入っている箱から渡辺代表が引
き、発表します。事前に配布した“くじ”の番号が合致
した参加者は、ステージに上がります。 
 
順番に、自分が気に入った景品を持ち帰る、といった
流れです。 
 
様々な景品があり、“価値ある家庭の不用品”が提供さ
れています。（提供者のみなさん ありがとう～） 
 
 
 

次々と、くじの番号がアナウンス
されます。、ステージが混雑し
ておりますが、案内係りの方々
は、手際よくこなしています。 
 
昨年は、景品として“新米”が用
意され好評でしたが、今年は文
化祭の開催が早すぎて、収穫
が間に合いませんでした（笑） 
 
 

９月８日入場者と景品提供品持
参者の受付が始まりました。 
 
時計は、９時３０分過ぎを示し
ています。 

提供された景品は、衣類（新品）、食器、家庭
雑貨、食料品（賞味・消費期限が、たっぷりと
あるもの）などが沢山集まりました。 
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那須シニアカレッジでは、長年にわたり学習された受講生、および会に
貢献されてきた講師に対して、表彰規定があります。 
【那須シニアカレッジ表彰規定】 
表彰の種類 
➢ 受講生奨励表彰：継続的に     5 期間受講終了した場合 
➢ 受講生優秀表彰：継続的に 10 期間受講終了した場合 
➢ 講 師 表 彰：継続的に 10 期間講座を開講し講義に励んだ場合 

奨 励 賞 優 秀 賞 

菅野 勇一 卓球 有賀 幸夫 卓球 

相馬 愛子 太極拳 高橋 武男 卓球 

谷本 潔 PC 入門 藤巻 義隆 卓球 

前原 勝代 PC 初級 B 井上 美一 太極拳 火曜 

高瀬 喜美子 抒情歌 大島 美智子 太極拳 火曜 

蓮沼 直子 抒情歌 田島 冨久夫 太極拳 火曜 

山口 利夏 リコーダー 寺田 治子 太極拳 火曜 

八田 昌夫 将棋 遠藤 富子 PC 中級 

宮地 千代子 少林寺気功 須藤 さよ子 リコーダー 

山口 昭彦 健康体操 目崎 君江 フラダンス 

山口 俊孝 ヨーガ初心   

敬称略 

 

式 

辞 
  

平
成

18
年
、
２
０
０
６
年

10
月
に
開
校
し
た
那

須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
つ
い
に

19
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

18
年
前
、
那
須
の
恵
ま
れ
た
人
材
を
発
掘
し
、

高
齢
者
の
た
め
の
、
究
極
の
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
開
校
の
式

典
に
当
た
り
、
こ
の
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
立

ち
上
げ
、
見
事
に
軌
道
に
乗
せ
た
友
利
実
則
さ
ん
、

荒
木
純
子
さ
ん
、
渡
辺
裕
子
さ
ん
に
今
、
改
め
て
感

謝
と
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。 

 
 

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
講
師
と
し
て
携
わ

っ
た
創
立
の
頃
、
し
ば
ら
く
は
、
そ
の
本
来
の
意
味

が
実
感
で
き
な
か
っ
た
。
当
時

60
代
半
ば
過
ぎ
の

自
分
は
、
ま
だ
未
来
が
あ
る
こ
と
を
疑
わ
ず
、
講
義

の
面
白
み
を
覚
え
、
講
座
の
質
を
高
め
る
こ
と
に

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

18
年
を
経
て
、

人
生
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
今
、
よ
う
や
く
そ

の
意
義
が
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

私
が
経
験
し
た
学
校
教
育
で
は
、
入
学
が
あ
り
、

卒
業
が
あ
り
ま
し
た
。

3
年
間
で
生
徒
は
必
ず
入

れ
替
わ
り
、
自
前
の
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、

入
れ
替
わ
る
生
徒
に
対
し
て
、
講
義
の
手
抜
き
も

可
能
で
し
た
。 

 し
か
し
、
こ
の
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
は
そ

う
は
い
か
な
い
。
そ
の
講
座
に
魅
力
が
あ
る
限
り
、

生
徒
は
去
ら
な
い
。
年
々
成
長
し
て
ゆ
く
生
徒
に

対
し
て
、
講
師
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
成
長
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
講
師
が
成
長
し
な

け
れ
ば
講
座
は
続
か
な
い
の
で
す
。 

 

お
そ
ら
く
、
長
く
続
け
て
お
ら
れ
る
講
師
の
皆

さ
ん
も
同
様
の
実
感
を
お
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
講
師
と
受
講
生
と
は
、
こ
う
し
て
本
物
の
人
間

関
係
を
築
い
て
い
る
の
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
最
近

2
年
間
、
私
の

講
座
で
は
引
退
す
る
受
講
生
が
多
く
な
り
ま
し

た
。 

 

健
康
上
の
、
ま
た
は
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
事
情

に
よ
っ
て
去
っ
て
行
く
受
講
生
を
見
送
り
な
が

ら
、
今
、
ま
さ
に
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
命
に 

向
き
合
う
実
感
と
「
究
極
の
生
涯
学
習
」
の
意
義
を

か
み
し
め
て
い
ま
す
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
、
新
し
く
挑
戦
し
て
く
れ
る
生

徒
諸
君
が
現
れ
て
、
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

気
づ
き
の
よ
う
に
、
古
い
講
座
の
順
に
切
実
な
岐

路
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
は
、
こ
の
先

30
周
年
を
目
指
し
て
若
返
り
の
機

能
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

の
魅
力
、
実
力
を
広
く
世
の
中
に
広
め
る
こ
と
が

必
定
で
す
。 

 

ま
ず
地
元
に
、
そ
し
て
県
下
に
、
さ
ら
に
都
会
に

…
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
拓
こ
う
！
未
来
」
と
記
し
た
理

由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

  

令
和

6
年

9
月

8
日 

 
 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
代
表 

渡
辺
光
男 

 

・励賞表彰 菅野 勇一さん（卓球）
他 10 名が対象。 

・優秀表彰は、須藤 さよ子さん（リ
コーダー）他 9 名が対象でした。 

2 人が代表して受取りました。 
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250名超の選手が 
参加していました。 

 

 
 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
座
で 

長
年
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
試
す
良
い 

機
会
で
あ
る
の
で
、
３
組
参
加
し
ま
し
た
。 

  

5
月
22
日
（水
）大
田
原
市
「県
北
体
育
館
」
に
て 

 

那須シニアカレッジの 
ゼッケンを背負って出場します。 「

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
の
ゼ
ッ

ケ
ン
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。 

 

◎ 

参
加
者
の
感
想 

 

・
試
合
の
進
め
方
や
対
戦
相
手
の
戦

略
な
ど
を
知
り
、
良
い
経
験
が
出
来

ま
し
た
。 

 

・
初
め
て
の
試
合
で
も
緊
張
す
る
こ

と
な
く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

さ
す
が
人
生
経
験
豊
富
な
シ
ニ

ア
の
方
々
で
す
。 

 

卓
球
講
座 

講
師 

野
田 

知
津
子 
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開講 10周年コンサートのお知らせがカレッジの会報
に掲載されていました。早いものですね。 
2019 年７月といえば“コロナ禍”の半年前でした。 

用意されたシートは、 
ほぼ満席になっています。 

今回も 10 周年と同様「抒情歌講座」
が出演してくれました。 
 
「ふるさとの四季」（数曲） 
「ふるさとは今もかわらず」（新沼 謙
治さん）を披露しました。 
 
 

第 1 部 
１ 新世界より ラルゴ 
２ カヴァレリア・ルスティカーナ間奏曲 
３ ホルン協奏曲第３番第２楽章 
４ オンブラ・マイ・フ 
５ 管弦楽曲第３番 ガヴォット  
 
 
第２部 
１ 男はつらいよ 
２   「ひるのいこい」のテーマ 
３ グリーンスリーブス 
４ 少年時代 
５ 翼をください  
 
以上を演奏しました。 
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近年のシニアカレッジ活動における最大の課題
は、講座数と加入人員数の減少にあります。下図の
グラフは創設時から現在までの変化を示したもので
す。2016 年（第 11 期）の 445 名をピークに 2024 年
（第 19 期）は 239 名と大きく減少に転じています。 

減少の要因は、何といっても全世界の累積感染者
数 2 億 5000 万人、累積死亡者数 500 万人超の『新型
コロナウィルス感染症』の影響でしょう。 
 
人の流れがピタリと止まり、人々のモチベーション
も減衰してしまいました。 
 

高齢者（シニア）が学習することのメリットは？ 
高齢者にとって、生涯学習は生きがいづくりにつな
がる重要なものであり、生きがいを持つことで、心
身ともに健康の保持増進が可能となり、介護予防に
もつながることが期待されます。 
 
生涯学習は、すべての人々が心豊かで幸せな人生

を送るための生活保障としての役割をも有している
と思います。 
 シニアカレッジは“再開”したも

のの、以前の受講生さんは、なかな
か戻ってきてはくれていません。 
 時間の経過とともに高齢化とな
り、学習することを継続することが
困難になってきたのかもしれません
ね。 
新規で受講したいと思っている方

もなかなか“希望の講座が無い”と
いうのも増員に結び付いていないの
かもしれません。 
 
 人生 100 年時代を迎える今、高齢
者が自分らしく豊かに過ごすため
に、健康状態の維持と社会の一員と
して末永く活躍できる環境の整備に
取り組むことが求められています。 
 
  
 
 
 

那須シニアカレッジにおいては、地域で暮らす高齢者に学習の場所を提供して、一人ひとりの希望に応じて参加できる
ような“大学”を目指しています。        講師、受講生さん他のご協力をお願い致します。（編集長） 
  
 
 
 

開講式・文化祭開催の実行委員会の様子です。このような会議を数回開催し、打合せを行っています。 
本日は、最終の会議になりました。8月 31日（土） 
 
 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の 

役
員
（理
事
）
と
な
っ
て 

  

絵
手
紙
講
座
は
、
第

17
期
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
な
か
、
第

18
期
か
ら
経
験
の
浅
い
自
分
に
役
員
（
理

事
）
を
仰
せ
つ
か
り
、
内
心
不
安
と
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。 

 
 

し
か
し
、
渡
辺
代
表
か
ら
高
齢
化
す
る
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
聞
き
す
る
う
ち
に
、
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

と
、
同
時
に
今
後
、
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
を
長

く
続
け
る
た
め
に
は
、
講
師
だ
け
の
役
員
で
は
な
く
、
受
講

生
も
役
員
に
参
加
し
て
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

絵
手
紙
教
室 

講
師 

荒
井 

紀
子 
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URL      http://nasusenior-college.jp 
E メール   info@nasusenior-college.jp 

 

投稿記事大募集!! 

ドリーム トレジャー ダンススタジオ（那須塩原市 旧黒磯） 
 

ダンサーが到着です。父兄、お友達と一緒ですの
で、バス一台満員でやって来ました。 

那須塩原市にあるダンススクールです。４歳以上
の幼児から大人までの幅広い年齢層の人たちを
対象として、ダンスのレッスンを行っています。 
 
ヒップホップ・ジャズ・ジャズファンク・ハウス・
ポップ・ロックなど幅広いジャンルのダンス指導
をしています。 
今回、カレッジでは出演を依頼しました。 
 
キッズダンサー達は“キレッ・キレッ”のダンス
を披露してくれました。 
 
 

前事務局長 齊藤 健  

 
第 15期後期(2021年 4月)より
続けさせて頂いた「事務局長」
の責務を第 18 期末をもって退
任させて頂きました。 
 
この３年半を振り返ってみる
と、大きな変更として 18 期より
導入を始めた受講料の徴収方法
の変更が挙げられます。 
 
従前は、事務局が受講料を受講
生各位から徴収し、運営に必要
な費用（受講料の 20％）を除い
た残り80％を講師報酬として講
師各位に送金していました。 
 

だけの収入でカレッジを運営す
るには費用をどうやって軽減す
るか」という意見が出され、講
師各位のコストマインドが醸成
されたものと思われます。 
 
20 周年記念事業について一言。
前例（10周年記念式典）を参考
に、式典は 2026年 5月 27日(水)
を開催予定日と想定して、開催
月 1 年前の来年 5 月 1 日(木)に
会場(文化 C)予約の手配をする
等、準備をしています。 
 
記念誌編集委員会の発足も必

要になりますので、講師/受講生
各位におかれては、準備・協力
をお願い致します。 
 

以上 
 
 

18 期より受講料は、講師各位
に徴収して貰い、20％の運営費
を事務局に送金して貰うという
方法で、事務局業務の煩雑さが
激減しました。 
 
それ以上に大きな変化は「決算
書」「予算」を見る講師各位の目
が変わった事です。17 期決算書
では収入の部「受講料」 \4,289
,500/支出の部「講師報酬」
\3,382,200 と記載されており、
運営費収入\907,300は引算をし
ないと掴めませんでした。 
 
18期予算(案)では収入の部「運
営費」¥854,000 と計上されまし
たので、講師各位から「これ 
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